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三重県交通安全研修センターだより 

第 ７４ 号 ／ 令和５年９月発行 

車を確認したら無理をせず、 

渡るのをやめましょう。 

止まる ・・・ 道路を横断するときや、交差点では必ず止まる。 

見 る ・・・ 道路を横断する前に車が来ないか、左右の安全確認をする。 

待 つ ・・・ 近づいてくる車があれば、通り過ぎるまで待つ。 

令和５年７月末の交通事故発生状況（暫定値） 

※増減数は前年同日との比較 

 

・

 

斜めに横断すると、車道にいる時間が長くなり、

事故にあう危険性が高くなります。 

少し遠回りでも、信号や横断歩道を 
渡るようにしましょう。 

道路横断中に左から来た車と衝突する事故が多発

しています。横断後半は特に注意！!  遠くに見えて

いる車であっても、想像以上に早く走ってきます。 

 

 

◇◇ 本年の交通死亡事故の主な特徴 ◇◇ 

総事故件数 ・・・ ３１，１２７件（１，９２８件増） 

負傷者数 ・・・・・・  ２．１８３人（５７人増）  

死者数 ・・・・・・・・・・・・  ４０人（１３人増） 

高齢者の死者数 ・・・・・  １９人（１人増） 

令和５年７月末の状態別死者数（暫定値） 

三重県では、今年に入って交通死亡事故が増え、４月には「交通死亡事故多発警報」が発令される

など厳しい交通情勢が続いています。また、死者数の約半数が高齢者（６５歳以上）となっています。 

交通ルールを遵守し、交通安全意識を維持することで、悲惨な交通事故をなくしましょう。 

道路横断時の事故を防ぐために・・・ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三重県交通安全研修センター 
セーフティプラザみえ 

◇ 開館時間  午前９：３０～午後４：３０  ☆ご利用には予約が必要です☆ 

 ◇ 休 館 日  土曜・日曜・祝日・年末年始（１２/２９～１/３） 

＜ 所在地 ＞ 津市垂水２５６６ 三重県運転免許センター４階 

 ＜ＴＥＬ＞ ０５９－２２４－７７２１  ＜ＦＡＸ＞ ０５９－２２４－７６４１ 

ホームページ http://www.safetyplaza-mie.com 

ドライバーの皆さん 
 

歩行者、 
自転車利用者の皆さん 

 夕暮れ時は、帰宅時間帯のラッシュと相まって交通事故が多発する傾向にあります。特に１０月からは、

日没時間が早くなります。全ての道路利用者が交通安全意識を高めて、交通事故を防止しましょう。 

車の運転者からよく見えるように、反射材や LED ライトを着用しましょう。自転車利用者も必ずライトを

点けて、自転車の側面にも反射材を付け、交通事故から身を守りましょう。 

◆反射材や、LED ライトで自分の存在をアピール！ 

何時頃、点灯すれば 

いいの？ 

 

※ 津標準歴をもとに日没時間の３０分前を基準に設定しています。 

 

時速５０Kｍ 

時速６０Kｍ 

32ｍ 

44ｍ 

急ブレーキで 
車が止まるまで

の距離 

ライト点灯は、自分自身の視界確保のためだけではなく、周囲に自車の存在を知らせる役割もあります。 

日没の少し前、天候等に応じたライト点灯を心掛けましょう。また、オートライト機能を装備する自動車に

おいても、自車の点灯状況を確認し必要に応じて手動での点灯に努めましょう。 

 10 月１日～10 月 31 日までの間  １６時５０分 

11 月１日～11 月 30 日までの間  １６時２０分 

12 月１日～12 月 31 日までの間  １６時１０分 

反射材を付けると 

こんなに違います！ 

リード 

シール アームバンド 

リフレクター 

アンクルバンド 

たすき 
ベスト 

帽子 

杖 

首輪 
靴用シール 

ペンダント 

キーホルダー 

あくまでも 

目安の時間です。 

 


